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•	 警告	 •
カリフォルニア州

第65号決議による警告
カリフォルニア州では、ディーゼル・エンジンの排気ガス
やその成分には発癌性や先天性異常の原因となる物質
が含まれているとされております。

重要  この機械のエンジンにはスパーク・アレスタ･
マフラが取り付けられていません。CPRC 4126の定めに
より、カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地など
でこの機械を使用する場合には、法令によりスパークアレ
スタの装着が義務づけられています。他の地域においても
同様の規制が存在する可能性がありますのでご注意くだ
さい。
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はじめに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十分に
理解してください。オペレータや周囲の人の人身事故や製
品の損傷を防ぐ上で大切な情報が記載されています。製
品の設計製造、特に安全性には常に最大の注意を払って
おりますが、この製品を適切かつ安全に使用するのはお客
様の責任です。

整備について、またToro 純正部品についてなど、分からな
いことはお気軽に弊社代理店またはToro カスタマー・サ
ービスにおたずねください。お問い合わせの際には、必ず
製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせください。 
これらの番号は、機械のフレームにリベット打ちされた銘
板に刻印してあります。

いまのうちに番号をメモしておきましょう。

 モデル番号： 	 _______________________________

 シリアル番号： 	 _______________________________

この説明書では、死亡事故を含む人身事故防止のために
様々な方法でお客様の注意をうながしております。危険の
度合いに応じて、危険、警告、および注意、の３種類の用語
を使い分けて説明を行っています。しかしながら、危険の
度合いに関係なく、常に細心の注意をもって製品をお取り
扱い下さいますようお願い申し上げます。
危険は最重要安全注意事項であり、これを遵守しないと
死亡事故を含む重大な人身事故を引き起こす恐れがあり
ます。
警告は死亡事故を含む人身事故を防止するための重要安
全注意事項です。
注意 けがなどを防止するための安全注意事項です。
この他に2つの言葉で注意を促しています。 

重要  は製品の構造などについての注意点を、 
注： はそのほかの注意点を表しています。

安全
この製品は製造時の状態において CEN 規格 EN 
836:1997、ISO 規格 5395:1990、および米国連邦 ANSI 
B71.4-1999 規格を満たす製品です； ただし、後輪 2 輪
に 塩化カルシウムを充填し、かつホイール・ウェイト・キッ
ト P/N 11–0440 を取り付けることを条件とします。

不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、人身事
故につながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識のついている遵守事項は必ずお

守りください。•これは「注意」、「警告」、「危険」など、
人身の安全に関わる注意事項を示しています。これらの注
意を怠ると死亡事故などの重大な人身事故が発生するこ
とがあります。

安全な運転のために
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-1999から抜粋したも
のです。

トレーニング
•	 このマニュアルや関連する機器のマニュアルをよくお

読みください。各部の操作方法や本機の正しい使用方
法に十分慣れておきましょう。

•	 子供や正しい運転知識のない方には機械を操作させな
いでください。地域によっては機械のオペレータに年
齢制限を設けていることがありますのでご注意くださ
い。

•	 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対に作業を
しないでください。

•	 人身事故や器物損壊などについてはオペレータやユー
ザーが責任を負うものであることを忘れないでくださ
い。

•	 人を乗せないでください。

•	 本機を運転する人、整備する人すべてに適切なトレー
ニングを行ってください。トレーニングはオーナーの責
任です。特に以下の点についての十分な指導が必要で
す：
– 	 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注意点と

注意の集中；
– 	 斜面で制御不能となるおもな原因は：

•	 タイヤグリップの不足；
•	 速度の出しすぎ；
•	 ブレーキの不足；
•	 機種選定の不適当；
•	 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握していな

かった。
•	 ヒッチの取り付けや積荷の重量分配の不適

切。
•	 オペレータやユーザーは自分自身や他の安全に責任が

あり、オペレータやユーザーの注意によって事故を防止
することができます。

運転の前に
•	 作業には頑丈な靴と長ズボン、および聴覚保護具を着

用してください。長い髪、だぶついた衣服、装飾品など
は可動部に巻き込まれる危険があります。また、裸足や
サンダルで機械を運転しないでください。

•	 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていないか、
作業場所をよく確認しましょう。

•	 警告―燃料は引火性が極めて高い。以下の注意を必ず
守ってください。
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– 	 燃料は専用の容器に保管する。
– 	 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙。
– 	 給油はエンジンを掛ける前に行う。エンジンの運転

中やエンジンが熱い間に燃料タンクのフタを開けた
り給油したりしない。

– 	 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。機械を別の
場所に動かし、気化した燃料ガスが十分に拡散する
まで引火の原因となるものを近づけない。

– 	 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタはしっかり締
める。

•	 マフラーが破損したら必ず交換してください。

•	 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業するには
どのようなアクセサリやアタッチメントが必要かを判断
してください。メーカーが認めた以外のアクセサリやア
タッチメントを使用しないでください。

•	 オペレータ・コントロールやインタロック・スイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カバー
などが外れたり壊れたりしていないか点検してくださ
い。これらが正しく機能しない時には芝刈り作業を行
わないでください。

運転操作
•	 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切った場所

ではエンジンを運転しないでください。

•	 作業は日中または十分な照明のもとで行ってくださ
い。

•	 エンジンを掛ける前には、アタッチメントのクラッチを
すべて外し、ギアシフトをニュートラルにし、駐車ブレ
ーキを掛けてください。

•	 傾斜が25°を超える斜面では本機を使用しないでくだ
さい。

•	 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面での作業
には特に注意が必要です。転倒を防ぐため：
– 	 斜面では急停止・急発進しない。
– 	 斜面の走行や小さな旋回は低速で。
– 	 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意するこ

と。
– 	 斜面を横切りながらの作業は、そのような作業の

ために設計された芝刈機以外では絶対行わないこ
と。

•	 隠れて見えない穴や障害物に常に警戒を怠らないよう
にしましょう。

•	 道路付近で作業するときや道路を横断するときは通行
に注意しましょう。

•	 移動走行を行うときはリールの回転を止めてくださ
い。

•	 アタッチメントを使用するときは、排出方向に気を付
け、人に向けないようにしてください。また作業中は機
械に人を近づけないでください。

•	 ガードが破損したり、正しく取り付けられていない状態
のままで運転しないでください。インタロック装置は絶
対に取り外さないこと、また、正しく調整してお使いく
ださい。

•	 エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回転
数を上げすぎたりしないでください。規定以上の速度
でエンジンを運転すると人身事故が起こる恐れが大き
くなります。

•	 運転位置を離れる前に： 
– 	 平坦な場所に停止する；
– 	 PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させる；
– 	 ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車ブレーキを

掛ける；
– 	 エンジンを止め、キーを抜き取る。

•	 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッチメント
の駆動を止めてください。

•	 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、エンジンを
止めてください。
– 	 燃料を補給するとき
– 	 集草袋や集草バスケットを取り外すとき
– 	 刈り高を変更するとき。ただし運転位置から遠隔操

作で刈り高を変更できる時にはこの限りでありませ
ん。

– 	 詰まりを取り除くとき
– 	 機械の点検・清掃・整備作業などを行うとき
– 	 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感

じたとき。機械に損傷がないか点検し、必要があれ
ば修理を行ってください。点検修理が終わるまでは
作業を再開しないでください。

•	 エンジンを停止する時にはスロットルを下げておいて下
さい。また、燃料バルブの付いている機種では燃料バ
ルブを閉じてください。

•	 カッティングユニットに手足を近づけないでください。

•	 バックするときには、足元と後方の安全に十分な注意
を払ってください。

•	 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、減速
し周囲に十分な注意を払ってください。刈り込み中以外
はブレードの回転を止めておいてください。

•	 アルコールや薬物を摂取した状態での運転は避けてく
ださい。

•	 トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには安
全に十分注意してください。

•	 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障害物
の近くでは安全に十分注意してください。



5

保守整備と格納保管
•	 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、ナット、

ネジ類が十分に締まっているかを確認してください。

•	 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場合は、
必ず燃料タンクを空にし、火元から十分離してくださ
い。

•	 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジンが
十分冷えていることを確認してください。

•	 火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテリーの周
囲に、余分なグリス、草や木の葉、ホコリなどが溜まら
ないようご注意ください。

•	 グラスキャッチャーは傷や破損が出やすいので、こまめ
に点検してください。

•	 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあるか点検を
怠らないでください。消耗したり破損した部品やステッ
カーは安全のため早期に交換してください。

•	 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は屋外で作
業を行ってください。

•	 機械の調整中に指などを挟まれないように十分注意し
てください。

•	 複数のリールを持つ機械では、１つのリールを回転させ
ると他のリールも回転する場合がありますから注意して
ください。

•	 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止し、カッティ
ングユニットを下げ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを
停止し、キーを抜き取り、ガソリンエンジン機の場合は
点火プラグのワイヤを抜いてください。また、必ず機械
各部の動きが完全に停止したのを確認してから作業に
掛かってください。

•	 火災防止のため、カッティングユニットや駆動部、マフ
ラーの周囲に、草や木の葉、ホコリなどが溜まらないよ
うご注意ください。オイルや燃料がこぼれた場合はふき
とってください。

•	 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確実に支え
てください。

•	 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛かって
いる場合があります。取り外しには十分注意してくださ
い。

•	 修理を行うときには必ずバッテリーの接続と点火プラ
グの接続を外しておいてください。バッテリーの接続を
外すときにはマイナスケーブルを先に外し、次にプラス
ケーブルを外してください。取り付けるときにはプラス
ケーブルから接続します。

•	 リールの点検を行うときには安全に十分注意してくだ
さい。必ず手袋を着用してください。

•	 可動部に手足を近づけないよう注意してください。エン
ジンを駆動させたままで調整を行うのは可能な限り避
けてください。

•	 バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良い場
所で行ってください。バッテリーと充電器の接続や切り
離しを行うときは、充電器をコンセントから抜いておい
てください。また、安全な服装を心がけ、 工具は確実
に絶縁されたものを使ってください。

乗用芝刈り機を安全にお使いいた
だくために： TORO からのお願い
以下の注意事項はCEN、ISO、ANSI規格には含まれていま
せんが、Toroの芝刈り機を安全に使用していただくために
必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする能力
があります。重傷事故や死亡事故を防ぐため、注意事項を
厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をするとユーザー
や周囲の人間に危険な場合があります。

•	 警告	 •
エンジンの排気ガスには致死性の有毒物質である一酸
化炭素が含まれている。
屋内や締め切った場所ではエンジンを運転しないこ
と。

•	 特殊な場所（例えば斜面）のための作業手順や安全確
認規則をきちんと作成し、全員がそれを守って作業を
行うよう徹底してください。本機で芝刈り作業を行う
場所すべてについて斜面の危険度調査を行ってくださ
い。この調査は、常識を十分に活かし、また、色々な芝
状態や転倒の危険を考慮に入れてください。安全に刈
り込み作業を行える法面かどうかの判断は、各マシン
に付属している傾斜計を使って判断してください。危険
度を調べるには、断面 5cm x 10cm 程度の角材を斜
面におき、その上に傾斜計を載せてその斜面の角度を
測ります。角材によって、その斜面の細かな凹凸を平均
した傾きが分かります。傾斜が25度を超える斜面では
本機を使用しないでください。

•	 リールマスター3100-Dにはステアリング・チューブに傾
斜計が取り付けられており、走行中の斜面の傾斜が25
度になったことを知ることができます。隠れて見えない
穴や小さな凹凸によって傾斜が急に変わることがあり
ますから常に注意を集中して運転してください。

•	 急斜面以外にも、サンドバンカーや池、溝、小川、など
の近くでは特に注意が必要です。急旋回時や斜面での
旋回時は必ず減速してください｡斜面では旋回しないで
ください。急停止や急発進をしないでください。後退ペ
ダルをブレーキとして使用してください。また斜面を下
るときにはハンドリングを安定させるためにカッティン
グユニットを下ろしてください。

•	 エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

•	 テニスシューズやスニーカーでの作業は避けてくださ
い。
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•	 安全靴と長ズボンの着用をおすすめします。地域によ
ってはこれらの着用が義務付けられていますのでご注
意ください。

•	 燃料の取り扱いには十分注意してください。こぼれた
燃料はふき取ってください。

•	 インタロック・スイッチは使用前に必ず点検してくださ
い。スイッチの故障を発見したら必ず修理してから使用
してください。また故障の有無に関係なく2年ごとに4
つのスイッチ全部を新しいものに交換してください。

•	 エンジンを始動する時は必ず着席してください。

•	 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走事故を防
止するために以下の点にご注意ください：
–	  サンドトラップや溝・小川 	 などに近づかないこ

と。
– 	 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速すること｡急

停止や急発進をしないこと。
– 	 道路横断時の安全に注意｡常に道を譲る心掛けを｡
– 	 下り坂ではブレーキを併用して十分に減速し､確実

な車両制御を行うこと｡

•	 作業中の安全を確保するため、カッティングユニットや
サッチャーには、必ず集草バスケットを取り付けてくだ
さい。また、溜まった刈りカスを捨てる時は必ずエンジ
ンを停止させてください。

•	 移動走行時にはカッティングユニットを上昇させてくだ
さい。

•	 エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、マフラ
ー、排気管などに触れると火傷の危険がありますから
手を触れないでください。

•	 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなくなったりした
時は、絶対にＵターンしないでください。必ずバックで、
ゆっくりと下がって下さい。

•	 人や動物が突然目の前に現れたら、直ちにリール停止｡
注意力の分散、アップダウン、カッティングユニットから
飛びだす異物など思わぬ危険があります。周囲に人が
いなくなるまでは作業を再開しないこと。

保守整備と格納保管
•	 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してください。

油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続やホースの状態
を確認してください。

•	 油圧のピンホール・リークやノズルからは作動油が高
圧で噴出していますから、手などを近づけないでくださ
い。リークの点検には新聞紙やボール紙を使い、絶対
に手を直接差し入れたりしないでください。高圧で噴出
する作動油は皮膚を貫通し、身体に重大な損傷を引き
起こします。万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ち
に専門医の治療を受けてください。

•	 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジンを停止
し、カッティングユニットを下降させてシステム内部の
圧力を完全に解放してください。

•	 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的に点検して
ください。必要に応じて締め付けや修理交換してくだ
さい。

•	 エンジンを回転させながら調整を行わなければならな
い時は、手足や頭や衣服をカッティングユニットや可動
部に近づけないように十分ご注意ください。特にエン
ジン側面の回転スクリーンに注意してください。また、
無用の人間を近づけないようにしてください｡

•	 Toro正規代理店でタコメータによるエンジン回転数検
査を受け、安全性と精度を確認しておきましょう。この
機械の最大エンジン速度は2650 RPMです。

•	 大がかりな修理が必要になった時、補助が必要な時
Toro 正規代理店にご相談ください。

•	 交換部品やアクセサリはToro純正品をお求めくださ
い。他社の部品やアクセサリを御使用になると製品保
証を受けられなくなる場合があります。
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音圧レベル
この機械は、EC規則98/37およびその改訂に定める手順
に則って同型機で測定した結果、オペレータの耳の位置で
の連続聴感補正音圧レベルが 83 dB（A）相当であること
が確認されています。

音力レベル
この機械は、EC規則2000/14 に定める手順に則って同型 
機で測定した結果、音力レベルが 105 dBA/1pW である
ことが確認されています。この数値はEC規則2000/14及
びその改訂に定める手順に則って同型機で測定した結果
です。

振動レベル
この機械は、ISO 5349 規定に則って同型機で測定した結
果、手の最大振動レベルが 2.5 m/s2未満であることが確
認されています。

この機械は、ISO 2631 規定に則って同型機で測定した結
果、手・腕部の最大振動レベルが 5 m/s2 未満であること
が確認されています。

1
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104-5192（Model 03207 用）
1.	 リール駆動	 8.	 エンジン： 停止
2.	 リール解除	 9.	 エンジン： 作動
3.	 リール下降	 10.	 エンジン： 始動
4.	 カッティングユニットを右へ移動	 11.	 高速
5.	 リール上昇	 12.	 無段階調整
6.	 カッティングユニットを左へ移動	 13.	 低速
7.	 後ろに引くとレバーをロック

安全ラベルと指示ラベル

• 危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損したりはが
れたりした場合は新しいラベルを貼付してください。
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1

2

3

99-3558 （CE用）
1.	 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと
2.	 エンジン始動方法：着席し、キーをRUN 位置にまわし、予熱ラン

プ消灯後、キーをSTART位置にまわし、駐車ブレーキを解除する；
マニュアルを読むこと。

3.	 エンジン停止方法：リールを停止し、キーをSTOP 位置にまわして
抜き取り、駐車ブレーキレバーを引く；マニュアルを読むこと。

1

94-3353（Model 03206 用）
1.	 手を押しつぶされる危険： 手を近づけないこと。

1

93-6681
1.	 ファンによる切傷や手足の切断の危険： 可動部に近づかないこ

と。
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104-5193（Model 03206 用）
1.	 リール駆動	 7.	 エンジン： 作動
2.	 リール解除	 8.	 エンジン： 始動
3.	 リール下降	 9.	 高速
4.	 リール上昇	 10.	 無段階調整
5.	 後ろに引くとレバーをロック	 11.	 低速
6.	 エンジン： 停止
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104-5199
 

99-3496
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21

3 4
5

104-5181 （CE用）
1.	 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと。
2.	 転倒の危険： つねに ROPS とシートベルトを使用し、15度を超え

る斜面では運転しないこと。
3.	 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。
4.	 手足や指の切断の危険： 可動部に近づかないこと。
5.	 警告：車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジンを

停止し、キーを抜くこと。

100-4837
 

1

107-7801 （CE用）
1.	 転倒の危険：傾斜が15度以上の斜面に乗り入れないこと。

バッテリーに関する注意標識
全てがついていない場合もあります.

1.	 爆発の危険
2.	 火気厳禁、禁煙厳守のこと
3.	 劇薬につき火傷の危険あり
4.	 保護メガネ等着用のこと
5.	 オペレーターズマニュアルを読むこと。
6.	 バッテリーに人を近づけないこと。
7.	 保護メガネ等着用のこと： 爆発性ガスにつき失明等の危険あり
8.	 バッテリー液で失明や火傷の危険あり。
9.	 液が目に入ったら直ちに真水で洗眼し医師の手当てを受けるこ

と。
10.	 鉛含有：普通ゴミとして投棄禁止。
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仕様
注： 仕様および設計は予告なく変更される場合があります。

主な仕様 

エンジン
クボタ,3 気筒 4 サイクル液冷ディーゼルエンジン｡2500 rpm における出力 21.5 hp 
を2650 rpm で使用する。排気量 1124 cc。大型 2 段エアクリーナを別途搭載。オー
バーヒート時の自動停止スイッチを装備。

冷却系統 ラジエターの容量は約 5.4リットル。ラジエター液は水とエチレングリコール不凍液の
50/50混合液である。容量0.9リットルの補助タンクを別途搭載する｡

電気系統
12 v, 55グループ。0°F (-18°C)におけるクランキング電流は450 A , 80°F (27°C)にお
けるリザーブ 能力は75 分間。40 A オルタネータとレギュレータ/整流器を装備。イン
タロック・スイッチを、運転席，PTO，駐車ブレーキおよび走行部に配置。

燃料容量 28 リットル.

走行方式 高トルク油圧モータ3 台による3 輪駆動方式。オイル・クーラとシャトル・バルブによ
る完全閉回路にオイル冷却システムを装備。

油圧系統 タンクは外装式，容量は 13 リットル。10 ミクロンのスピン・オン・フィルタを外装す
る。

走行速度

前後退とも無段変速。 
刈り込み速度： 0 ～ 9.7km/h（調整可能）  
移動走行速度： 0 ～ 1.4 km/h  
後退速度：: 0–5.6 km/h

タイヤ/ホイール 前輪：20×12-10 チューブレス・タイヤ, 後輪：20×10-10，チューブレス・タイヤ。どのタ
イヤも 4 プライでリム着脱式。推奨タイヤ空気圧： 前後輪とも 0.98 ～1.26 kg/cm2

フレーム 3輪駆動、後輪操舵式３輪車両フレームは成形鋼，鋼管，鋼部材による溶接構造。
ステアリング パワーステアリング.

ブレーキ 常用ブレーキは油圧ダイナミクスによる。駐車/非常ブレーキは運転席右側のラチ 
ェット・ハンドレバーによる。

制御装置
足による操作：前進後退ペダル，芝刈り/移動走行切り換え。手による操作：スロット
ル，始動スイッチ，リール回転スイッチ，カッティングユニット昇降レバー，シフトレバ
ー，駐車ブレーキ，座席調整。シフト・レバーはモデル 03206 のみ。

計器および保護システム アワー・メータ。4 灯集合警告灯（エンジン・オイル圧，水温，充電，グロープラグ）、
傾斜計。

カッティングユニットの昇降 リール自動回転停止機構付き油圧昇降システム。
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組み立て
注： 前後左右は運転位置からみた方向です。

付属部品表 チャート
注： 組み立てに必要な部品がすべてそろっているか、以下の表で確認してください。1つでも欠けていると組み立てを完
成させることができません。

名称 数量 用途
ホイール･アセンブリ 3 ホイール・ハブに取り付けます。
ハンドル

ジャム・ナット

カバー

ネジ

1

1

1

1

ステアリング・シャフトに取り付けます。

フード･ロック･ブラケット

ねじ, 1/4-20 x 1-1/2 in.

平ワッシャ, 1/4-20

ロックナット, 1/4-20

1

1

1

1

欧州規格の場合にフードに取り付けます。

排気管ガード

タップ・ネジ

1

4
欧州規格の場合に取り付けます。

ホース･クランプ 1 通気ホースを ROPS の通気管に取り付けます。
昇降アーム

ピボット・ロッド

キャップスクリュ, 5/16-18 x 7/8 in

2

2

2

昇降アームにピボット・ロッドを取り付けます 
（昇降アーム・キットの付属品）。

スラスト・ワッシャ

リンチ・ピン

2

2
昇降アームにカッティングユニットを取り付けます 
（昇降アーム・キットの付属品）。

キー 2
傾斜計 1 運転前の現場調査にご使用ください。
EEC ステッカー

EEC 認証証明書

4

2
機械本体に貼付しますEC 諸国での要求事項となっている場合に

オペレーターズマニュアル 2 ご使用前にお読みください。
エンジンマニュアル 1 ご使用前にお読みください。
パーツカタログ 1
オペレータービデオ 1 ご使用前にご覧ください。
納品前検査票 1

注： 仕様および設計は予告なく変更される場合があります。
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車輪を取り付ける
1.	 各ホイール・ハブに車輪を取り付ける（空気注入バルブ

が外側を向くように取り付けること）。

	 重要  後タイヤのリムは前タイヤのリムよりも細
くなっています。

2.	ラグ・ナットを取り付けて 6.2～9.0 kg.m にトルク締め
する。

ハンドルを取り付ける
1.	 ハンドルをステアリング シャフトにはめ込む。

13

Install Wheels
1. Mount a wheel assembly onto each wheel hub (valve

stem outward).

Important  Rear tire has a narrower rim than front tires.

2. Install lug nuts and torque to 45–65 ft–Ib.

Install Steering Wheel
1. Slide steering wheel onto steering shaft.

1 2

4

3

Figure 1
1. Steering wheel
2. Washer

3. Jam nut
4. Cap

2. Slide washer onto steering shaft.

3. Secure steering wheel to shaft with jam nut and tighten
it to 20–26 ft-lb.

4. Install cap to steering wheel with screw.

Activate, Charge  and Connect
Battery

CALIFORNIA

Proposition 65 Warning

Battery posts, terminals, and related accessories
contain lead and lead compounds, chemicals
known to the State of California to cause cancer
and reproductive harm. Wash hands after
handling.

Warning

1. Open hood.

2. Remove battery cover.

3. If Battery is not filled with electrolyte or activated, bulk
electrolyte with 1.260 specific gravity must be
purchased from a local battery supply outlet and added
to battery.

4. Remove filler caps from battery and slowly fill each
cell until electrolyte is just above the plates.

1

Figure 2
1. Battery cover

5. Replace filler caps and connect a 3 to 4 amp battery
charger to the battery posts. Charge the battery at a rate
of 3 to 4 amperes for 4 to 8 hours.

Wear safety goggles and rubber gloves when
working with electrolyte. Charge the battery in a
well ventilated place so gasses produced while
charging can dissipate. Since the gases are
explosive, keep open flames and electrical spark
away from the battery; do not smoke. Nausea may
result if the gases are inhaled. Unplug charger
from electrical outlet before connecting to or
disconnecting charger leads from battery posts.

Caution

6. When battery is charged, disconnect charger from
electrical outlet and battery posts.

7. Remove filler caps. Slowly add electrolyte to each cell
until level is up to fill ring. Install filler caps.

Important  Do not overfill battery. Electrolyte will
overflow onto other parts of the machine and severe
corrosion and deterioration will result.

8. Install the positive cable (red) to the positive (+)
terminal and the negative cable (black) to the negative
(—) terminal of the battery and secure with capscrews
and nuts. Make sure positive (+) terminal is all the way
onto post and cable is positioned snug to battery. Cable

図 1
1.	 ハンドル
2.	 ワッシャ
3.	 ジャム・ナット
4.	 キャップ

2.	ワッシャをステアリング･シャフトにはめ込む。

3.	ジャム･ナットでハンドルを固定し、3.5 kg.m にトルク
締めする。

4.	ハンドルにキャップをはめ込み、ねじで固定する。

バッテリー液の補給、充電および
接続

•	 警告	 •
カリフォルニア州

第65号決議による警告
バッテリーの電極部や端子などの部分には鉛や鉛含有
物質が含まれており、カリフォルニア州では、これらの物
質が癌や先天性異常の原因となるとされている。取り扱
い後は手を洗うこと。

1.	 フードを開ける。

2.	バッテリー・カバーを取り外す。

3.	バッテリーに液が入っていない場合には、比重 1.260 
のバッテリー液を購入してバッテリーの各セルに入れて
ください。

4.	 バッテリーの各セルからキャップをはずし、それぞれの
セルにの電極板の上までゆっくりとバッテリー液を満た
す。

1

図 2
1.	 バッテリー・カバー

5.	 各セルにキャップを取り付け、バッテリーを充電器
（3～4 A）に接続する。3～4 Aで4～8時間充電する。

•	 注意	 •
バッテリー液を取り扱う時には必ずゴグルとゴム手袋を
着用すること。充電中はガスが発生するので、通気のよ
い場所で充電すること。このガスは引火すると爆発する
ので、バッテリーには裸火や電気スパークを近づけては
ならない； また、作業中の喫煙は厳禁である。ガスを吸
い込むと吐き気を催す場合があるので注意する。バッテ
リーと充電器の接続 や切り離しを行うときは、充電器を
コンセントから抜いておく。

6.	充電が終わったらチャージャをコンセントから抜き、バ
ッテリー端子からはずす。

7.	 補給口のキャップを取る。補給リングの高さまで、各セ
ルにゆっくりとバッテリー液を補給する。キャップを取
り付ける｡

	 重要  バッテリー液を入れすぎないでください｡
バッテリー液があふれ出て他の部分に触れると激しい
腐食を起こします。

8.	赤い（＋）ケーブルをバッテリーの（＋）端子に、黒いケ
ーブル（－）はバッテリーの（－）端子にはめ、キャップ
スクリュとナットで固定する。プラス端子が電極に十分
にはまり込んでいること、ケーブルの配線に無理がない
ことを確認する。ケーブル とバッテリー・カバーを接触
させないこと。ショート防止のために（＋）端子にゴム
キャップをかぶせる。
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•	 警告	 •
•	 バッテリーへのケーブル接続を間違えると機器の損
傷や人身事故など大きな事故となるので十分注意す
ること。

12

図 3
1.	 プラス（+）ケーブル
2.	 マイナス（－）ケーブル

重要  バッテリーを機体から取り外した場合には、
再取り付けに際して、必ず、クランプボルトの頭が下、ナット
が上になるようにしてください。逆に取り付けると、カッテ
ィングユニットをシフトさせるときにボルトが油圧パイプに
当たる可能性があります。

9.	 腐食防止のために両方の端子部にワセリン（Grafo 
112X:スキンオーバーグリス；P/N 505-47）またはグリ
スを薄く塗る。

10.	バッテリーカバーを取り付ける。

傾斜計を点検する

•	 危険	 •
横転事故の危険を減らすため、25º 以上の傾斜面では
作業しないこと。

1.	 凹凸のない水平な場所に駐車する。

2.	機体のクロスビーム（ツール・ボックス脇）に携帯斜面
計（付属品）を置いて、機体が水平になっていることを
確認する。このとき、運転席に座った状態で、機体に装
着されている傾斜計の読みが 0°であれば問題ない。

1

図 4
1.	 傾斜計

3.	携帯斜面計で 0°の読みが出ない場合には、駐車場所
を変えて、携帯斜面計の読みで 0°になるように駐車し
直す。この状態で、機体に装着されている傾斜計の読
みが 0°でなければいけない。

4.	 機体に装着されている傾斜計の読みが 0°でない場合
には、機体の傾斜計の取り付けネジをゆるめて 0°の
読みが出る位置に調整し、キャップスクリュを締めて調
整を固定する。

フード･ラッチを取り付ける
（EC 諸国での要求事項）

1.	 ブラケットからフード・ラッチを外す。

2.	フード･ロック・ブラケットをラッチに合わせて入れる。

図 5
1.	 フードのラッチ
2.	 フード･ラッチ･ブラケット
3.	 フード･ロック･ブラケット

3.	ブラケットにもう一度ラッチを取り付ける。

4.	 フード・ロック･ブラケットにボルト（1/4-20 x 1-1/2 
in）を通し、キャップスクリュ、平ワッシャとロックナット
で締め付ける。
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排気管ガードを取り付ける
（EC 諸国での要求事項）

1.	 フレームについている取り付け穴に合わせてマフラー
部にガードを取り付ける。

2.	タップ･ネジ4本で排気ガードをフレームに固定する。
 

図 6
1.	 排気管ガード

ROPS を取り付ける
重要  ROPSは絶対に改造や溶接をしないでくださ

い。ROPSが破損した場合には、修理せず、新しいものと交
換してください。Toro社の許可なくROPSを改造しないでく
ださい。

1.	 ROPS を機体の取り付け穴に差し込み、固定穴を整列
させる。通気チューブ（ROPSに固定）が機体の左側にく
るようにすること。

2.	 ROPS のそれぞれの側をフランジヘッド・キャップスク
リュとロックナット（各 2）で固定する（図 7）。 
8.3 kg.m にトルク締めする。

3.	燃料タンクからの通気ホースを ROPS の通気管に接続
する（ホース・クランプを使用する）。

•	 注意	 •
燃料タンクからの換気チューブを ROPS の換気管に接
続しないでエンジンを始動させると、燃料が換気チュー
ブからあふれ出る。

図 7
1.	 横転保護バー（ROPS）
2.	 取り付けブラケット
3.	 通気管
4.	 燃料ラインの通気チューブ
5.	 ホース･クランプ

前昇降アームを取り付ける
1.	 昇降アームのピボット・シャフト・リンクとピボッ ト・シ

ャフトを分離（キャップスクリュ 2 個を外す）する。とり
はずしたリンクとキャップスクリュは保管する（図 8）。

図 8
1.	 昇降アームのピボット・シャフト・リンク
2.	 昇降アームのピボット・シャフト
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2.	左右の昇降アームにそれぞれピボット・ロッドを差し込
み、取り付け穴を整列させる（図9）。

図 9
1.	 昇降アーム
2.	 ピボット・ロッド

3.	ピボット・ロッドを昇降アームに固定する（5/16 - 18 x 
7/8 in キャップスクリュ）。

4.	 左右の昇降アームをそれぞれピボット・シャフトに差し
込む。各アームは、保管しておいたピボット・シャフト・
リ ンクとキャップスクリュで固定する。キャップスクリ
ュを 70 ft-lbs （9.7 kg.m）にトルク締めする。

5.	 昇降シリンダの両端についているピンの後部について
いるリテーナ・リングを取り外す。

図 10
1.	 昇降アーム（右側）
2.	 昇降アーム（左側）
3.	 リテーナ・リング
4.	 取り付けピン
5.	 昇降シリンダ
6.	 スペーサ（2個）

6.	昇降シリンダの右端を右昇降アームに連結する（ピン 
1 本とスペーサ 2 個）。リテーナ・リングで固定する。

 

1

2

3

図 11
1.	 昇降シリンダ
2.	 ホース
3.	 ここにすきま

7.	 昇降シリンダの左端を左昇降アームに連結する
（ピン 1 本）。リテーナ・リングで固定する。

	 注： 昇降アームを一番上まで上昇させた状態で、
図14のように、各ホースと昇降アームとの距離が  
1.0～3.0 mm 必要です。

カッティングユニットにキャリア・フ
レームを取り付ける
1.	 カッティングユニットをカートンから取り出す。カッティ

ングユニットのマニュアルに従って調整を行う。

2.	前のキャリア・フレーム（図12）を、各カッティングユニ
ットに合わせる。図14のように、取り付け穴に取り付け
リンクを整列させる。

1

図 12
1.	 前キャリア・フレーム

3.	後ろのキャリア・フレーム（図13）を、後ろのカッティン
グユニットに合わせ、図14のように、取り付け穴に取り
付けリンクを整列させる。.
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1

図 13
1.	 後キャリア・フレーム

4.	 キャップスクリュ（3/8-16 x 2-1/4 in）、平ワッシャ 2 
枚、ロックナットを使い、図14 のように各取り付けリン
クをキャリア・フレームに取り付ける。取り付ける時にリ
ンクの各側にワッシャを入れる。4.3 kg.m にトルク締め
する。

前

図 14
1.	 キャリア・フレーム
2.	 取り付けリンク
3.	 プラグ

カッティングユニットを取り付ける
1.	 前昇降アームのピボット・ロッドにスラストワッシャを通

す。

2.	ピボット・ロッドに、カッティングユニットのキャリアフ
レームを通し、リンチ・ピンで固定する（図15）。

注： 後カッティングユニットでは、スラスト・ワッシャをキャ
リア・フレーム後部とリンチ・ピンの間に入れてください。

3

21

図 15
1.	 スラスト・ワッシャ
2.	 キャリア・フレーム
3.	 リンチ・ピン

3.	昇降アームとピボット部全部をグリスアップする。

重要  ホースがねじれていたり折れていたりしない
こと、また後カッティングユニットのホースが図16に示すよ
うに適切に配置されていることを確認し、（Model 03206 
の場合には）カッティングユニットを上昇させて左にシフ
トさせます。後カッティングユニットのホースが走行ケーブ
ル・ブラケットに当たっていてはいけません。必要に応じて
接続部やホースの位置を再調整してください。

図 16

4.	 各キャリア・フレームのスロットにチッパー・チェーンを
下から上に通す。チッパー・チェーンをキャリア・フレー
ムの上部に取り付ける（キャップスクリュ、ワッシャ、ロ
ックナットを使用）（図17）。
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1

図 17
1.	 チッパー･チェーン

リール・モータを取り付ける
1.	 各ユニットをピボット・ロッドの前に置く。

2.	右側カッティングユニットの内側端部からウェイトとガ
スケット（図18）を取る。ユニット外側のベアリング・ハ
ウジングのプラグを抜いて、そこにウェイトとガスケット
取り付ける。ベアリング・ハウジングからスパイダ・カッ
プリング （図19）を取り出す。

図 18
1.	 ウェイト
2.	 ガスケット

3.	残りのカッティングユニットからは、ベアリング・ハウジ
ングに入っている出荷用のプラグ（栓）を取り出す（図
14）。

4.	 駆動モータのフランジにＯリング（カッティングユニッ
トの付属部品）を取り付ける。

5.	 モータとスパイダ・カップリングをカッティングユニット
の駆動側に取り付け、カッティングユニットに付いてい
るボルト（2 本）で固定する。

図 19
1.	 スパイダ・カップリング
2.	 リール･モータ
3.	 O リング

昇降アームを調整する
 1.	エンジンを始動し、昇降アームを上昇させ、各昇降ア

ームとフロア･プレート･ブラケットの間のすきまが 46
～81 cm であることを確認する（図20）。このすきまが
所定範囲にない場合は、ストップ・ボルト（図22）を戻
し、シリンダを調整してすきまを作る。シリンダの調整
は、シリンダについているジャムナットを戻し（図21）、
ロッドの端部からピンを抜いてクレビスを回転させて行
う。調整が終わったらピンを取り付けて隙間の大きさ
を確認し、必要に応じ、上記の調整手順を繰り返す。ク
レビスのジャム･ナットを締める。

1

23

図 20
1.	 昇降アーム
2.	 フロア･プレートのブラケット
3.	 すきま

1
2

図 21
1.	 前シリンダ
2.	 ジャム・ナット
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3

2

1

図 22
1.	 ストップ･ボルト
2.	 昇降アーム
3.	 すきま

注： 移動走行中に後昇降アームが「ガタつく」ようであれ
ば隙間を小さくしてください。

2.	各昇降アームとストップボルトとのすきまが  005”–
040” の間にあるかどうか点検する（図22）。この範囲
になければストップボルトを調整する。

3.	エンジンを始動し、昇降アームを上昇させ、後ろカッ
ティングユニットのウェア･バーの上部についているウ
ェア･ストラップからバンパー･ストラップまでの距離が  
020”–100” の間にあるかどうかを点検する（図23）。
この範囲になければ後シリンダを調整してすきまを作
る。シリンダの調整は、カッティングユニットを降下さ
せ、シリンダのジャムナットを戻して行う（図24）。ジャ
ムナットを戻すには、シリンダ･ロッドのナットに近い方
の部分をウェスとプライヤで握って回す。調整ができた
らカッティングユニットを上昇させて隙間を点検する。
必要に応じ、上記の調整手順を繰り返す。クレビスのジ
ャム･ナットを締める。

2

1

図 23
1.	 ウェア･バー
2.	 バンパー･ストラップ

21

図 24
1.	 後シリンダ
2.	 調整ナット 

重要  前ストップや後ウェアバーに隙間がないと昇
降アームが破損する場合があります。
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運転の前に
注： 前後左右は運転位置からみた方向です。

エンジン・オイルを点検する
エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回運転
の前後に必ずエンジン･オイルの量を確認してください。

油量は約 2.8 リットル（フィルタ共）です。

以下の条件を満たす高品質なエンジン・オイルを使用して
ください：

API規格CH-4、CI-4 またはそれ以上のクラス。

推奨オイル： SAE 15W-40 （-18℃以上）

他に使用可能なオイル：SAE 10W-30 または 5W-30 
（全温度帯）

Toro のプレミアム・エンジン・オイル（15W-40 または 
10W-30）を代理店にてお求めいただくことができます。 
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。

1.	 平らな場所に駐車する。

2.	ディップスティックを抜き､ウェスで一度きれいに拭く
（図25）。ディップスティックを、首の根元までもう一度
しっかりと差し込む。ディップスティックをもう一度抜き
とって、オイルの量を点検する。油量が足りなければデ
ィップスティックの FULLマークまで補給する。

1

図 25
1.	 ディップスティック

3.	不足している場合は補給口キャップ（図26）をとり、デ
ィップスティックの Full 位置まで少量ずつオイルを補
給する； 補給中、ディップスティックで何度か油量を確
認しながら入れること。

1

図 26
1.	 エンジン・オイル・キャップ

4.	 オイル・キャップとディップスティックを取り付け、フー
ドを閉じる。

重要  エンジン･オイルの量が常時ゲージの上限と
下限との間にあるよう、気をつけて管理してください。オイ
ルの入れすぎもオイルの不足も、エンジンの不調や故障の
原因となります。

燃料を補給する
燃料は2号軽油を使用します。

燃料タンク容量は約 28 リットルです。

1.	 燃料タンクの補給口付近をウェスできれいにぬぐう
（図27）。

1

図 27
1.	 燃料タンクのキャップ

2.	燃料タンクのキャップを取る。

3.	燃料タンクの首の根元の下まで燃料を入れる。入れす
ぎないこと。終わったらキャップをはめる。

4.	 こぼれたガソリンは火災防止のためにすぐに拭き取る｡
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•	 危険	 •
軽油は条件次第で簡単に引火･爆発する。発火したり爆
発したりすると、やけどや火災などを引き起こす。
•	 燃料補給は必ず屋外で、エンジンが冷えた状態で行
う。こぼれた燃料はふき取る。

•	 燃料タンク一杯に入れないこと。給油は燃料タンク
の首の根元から25mm 程度下までとする。これは、
温度が上昇して燃料が膨張したときにあふれないよ
うに空間を確保するためである。

•	 燃料取り扱い中は禁煙を厳守し、火花や炎を絶対に
近づけない。

•	 安全で汚れのない認可された容器で保存し、容器に
は必ずキャップをはめること。

冷却系統を点検する
オイル・クーラ、ラジエター（図28）表面は毎日清掃し、ほ
こりの多い環境で使用している場合には数時間ごとに清
掃してください； 「ラジエターの清掃」を参照。

1.	 ラジエターの冷却液は、水とエチレングリコール不凍液
の 50/50 混合液です。毎日の作業前に液量を点検して
ください。冷却液の容量は約 5.7 リットルです。

•	 注意	 •
•	 エンジン停止直後にラジエター のキャップを開ける
と、高温高圧の冷却液が吹き出してやけどを負う恐
れがある。

1

2

3

図 28
1.	 アクセス･パネル
2.	 ラジエター
3.	 オイル・クーラ

2.	補助タンクの中の液量を点検する。エンジンが冷えた
状態で、タンク側面についている 2 本の線のおおよそ
中間にあれば適切である。

1

図 29
1.	 補助タンク

3.	液量が不足している場合には補助タンクに補給する。
入れすぎないこと。

4.	 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

油圧システムを点検する
油圧オイルタンクに約 13.2 リットルのオイルを満たして出
荷しています。初めての運転の前に必ず油量を確認し、そ
の後は毎日点検してください。推奨オイルの銘柄を以下に
示します：
Toro プレミアム･オール･シーズン油圧作動液	
（19 リットル缶または 208 リットル缶で販売していま
す。） パーツカタログまたは代理店でパーツ番号をご確
認ください。

代替製品： Toro のオイルが入手できない場合は、以下に
挙げる特性条件および産業規格を満たすオイルを使用
することができます。合成オイルの使用はお奨めできませ
ん。オイルの専門業者と相談の上、適切なオイルを選択し
てください：注： 不適切なオイルの使用による損害につい
ては弊社は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品
をお使い下さる様お願いいたします。
高粘度インデックス／低流動点アンチウェア油圧作動液, 
ISO VG 46
物性：
	 粘度, ASTM D445	 cSt @ 40º C 44～48 
		  cSt @ 100º C 7.9～8.5
	 粘性インデックス ASTM D2270 	 140～160
	 流動点, ASTM D97	  –34º F ～ –49º F
産業規格： 
	� ヴィッカース I-286-S （品質レベル）, ヴィッカース 

M-2950-（品質レベル）, デニソン HF-0
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注： 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、そのた
めオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用の着色
剤（20cc 瓶）をお使いいただくと便利です。1瓶で15～22 
リットルのオイルに使用できます。この着色剤のパーツ番
号は 44-2500 です。弊社代理店からご購入ください。

生分解油圧オイル － Mobil EAL 224H

Toro 生分解油圧作動油	
（19 リットル缶または 208 リットル缶で販売していま
す。） パーツカタログまたは代理店でパーツ番号をご確
認ください。

他に使用可能なオイル： Mobil EAL 224H

植物性オイルをベースにした油オイルであり Toro 社が本
機への使用を認めている唯一の生分解オイルです。通常
の油圧オイルに比べて高温への耐性が低いので、本書の
記述に従って必要に応じてオイル・クーラを装備し、所定
の交換間隔を守ってお使いください。鉱物性のオイルが混
合すると、生分解オイルの毒性や生分解性能が悪影響を
受けます。従って、通常のオイルから生分解オイルに変更す
る場合には、所定の内部洗浄手順を守ってください。くわ
しくは Toro 代理店にご相談 ください。

1.	 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下させ、
エンジンを停止させる。

2.	油圧タンクの補給口の周辺をきれいに拭く（図30）。給
油口からキャップを取る。

1

図 30
1.	 油圧オイル・タンクのキャップ

3.	 補給口の首からディップスティックを抜き、きれいなウ
ェスでていねいに拭う。もう一度首に差し込んで引き抜
き、オイルの量を点検する。FULL 位置から上下 6 mm 
程度の範囲内にあればよい。

4.	 不足であれば、適正量まで補給する。

5.	 ディップスティックとキャップを取り付ける。

タイヤ空気圧を点検する
タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。運転前
に正しいレベルに下げてください。タイヤ空気圧の適正値
は 1.0～1.3 kg/cm2 です。

重要  全部のタイヤを推奨圧力に調整しないと機
械の性能が十分に発揮されず、刈り上がりの質が悪くなり
ます。

•	 危険	 •
タイヤ空気圧が不足すると、斜面で機体が不安定にな
る。規定以下で使用しないこと。転倒など、生命に関わ
る重大な人身事故を起こしやすくなる。

リールとベッドナイフの刃合わせを
点検する
前日の調子に係わりなく､ 毎日の点検の一つとして必ずリ
ールとベッドナイフの接触状態を点検してください｡リール
と下刃の全長にわたって軽い接触があれば適正です｡（カ
ッティングユニットのオペレーターズマニュアルの｢リールと
下刃の調整｣の項を参照してください｡)

ホイール・ナットのトルクを点検す
る

•	 警告	 •
運転開始後 1～4 時間で 1 回、また、10 時間で 1 回、
さらにその後は 200 運転時間ごとに、ホイール･ナット
のトルク締めを行う（6.2～9.0 kg.m）。この整備を怠る
と車輪の脱落や破損から人身事故につながる恐れがあ
る。
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各部の名称とはたらき
注： 前後左右は運転位置からみた方向です。

走行ペダル
前進走行を行なうには、前進走行ペダルを踏み込みます。
後退ペダルを踏み込むと後退しますが、前進走行中はブレ
ーキ・ペダルとしても使用できます。ペダルから足をはなせ
ばニュートラル位置となり、車両は停止します。
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図 31
1.	 前進走行ペダル
2.	 後退走行ペダル
3.	 刈り込み・移動走行切り換えペダル
4.	 チルト･ハンドル
5.	 インジケータ窓
6.	 傾斜計

刈り込み・移動走行切り換えレバー
かかとで操作するレバー； 左位置で移動走行モード、右位
置で刈り込みモードとなります。カッティングユニットは刈
り込みモード以外では動作しません。
注： 刈り込み速度は出荷時の設定で9.7 km/hです。スト
ップネジ（図32）の調整で速度を調整することができま
す。

チルト調整レバー
このレバーを手前に引いてハンドルを適当な位置に調整し
ます。調整ができたらレバーを前に倒して固定します。

傾斜計
機体の左右の傾きを表示する計器です。

インジケータ窓
カッティングユニットが中央位置にあるかどうかを確認す
るための窓です。

1

図 32
1.	 スピード･ストップ･ネジ

始動スイッチ
始動スイッチはエンジンの始動と停止および予熱を行う
スイッチで、3 つの位置（OFF, On/PREHEAT, START）が
あります。キーを時計方向に回してON/PREHEAT 位置に
すると、グロープラグが点灯してエンジンの予熱を開始し
ます。約７秒後にグローインジケータが消えたら始動準備
OK です。キーをSTART 位置に回すとエンジンが始動しま
す。始動後、キーから手を離します。キーは自動的に ON/
RUN 位置まで戻ります。キーを OFF 位置に回せばエンジ
ンは停止します｡事故防止のため、キーは抜き取っておいて
ください。

スロットル
前へ動かすとエンジンの回転数が増加し､ 後ろへ引くと遅
くなります｡

カッティングユニットのシフト･レバー

前に倒すとカッティングユニットが下降します。エンジンが
作動していないとカッティングユニットは下降しません； 
上昇位置ではカッティングユニットは作動しません。レバー
を手前に引けばカッティングユニットは上昇します。

Model 03206 のみ： レバーを左右に動かすとカッティン
グユニットがその方向にスライドします。この操作はカッテ
ィングユニットを上昇させた状態で、または走行して芝刈り
中に行ってください。

•	 危険	 •
斜面を横切っている状態ではカッティングユニットを山
側にシフトすると機体が最も安定する。斜面を横断して
いるとき、カッティングデッキを谷側にシフトさせるのは
重心を谷側に移すことになり、転倒など、生命に関わる
重大な人身事故を起こしやすくなる。

注： カッティングユニットを下降させる時、レバーを前位置
に保持しておく必要はありません。
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カッティングユニット回転スイッチ
リール制御スイッチには 2 つのポジションがあります：接
続（回転）と解除（回転停止）です。バルブ・バンクの電磁
弁を操作してリールを回転させるスイッチです。
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図 33
1.	 スロットル
2.	 アワー・メータ
3.	 冷却水温警告灯
4.	 オイル圧警告灯
5.	 グロープラグ・インジケータ
6.	 オルタネータ･ランプ
7.	 カッティングユニット回転スイッチ
8.	 カッティングユニットのシフト･レバー
9.	 始動スイッチ
10.	 駐車ブレーキ
11.	 昇降レバー･ロック

アワー・メータ
本機の稼働時間を積算表示します。このメータは始動スイ
ッチをON位置にすると始動します。

冷却水温警告灯
冷却水の温度が異常に高くなると点灯します。トラクタの
運転が停止されず、冷却水温度がさらに4°C 上昇すると自
動的にエンジンを停止させます。

エンジン・オイル圧警告灯
エンジンオイルの圧力が異常に低下すると点灯します。

オルタネータ･ランプ
エンジンが作動中は消えているのが正常です。点灯した場
合は充電系統の異常ですから修理が必要です。

グロープラグ・インジケータ
グロープラグが作動中に点灯します。

駐車ブレーキ
エンジンを停止させる時には、車体が不意に動き出さない
よう、必ず駐車ブレーキを掛けてください。レバーを後ろ
に引き上げると駐車ブレーキがかかります。駐車ブレーキ
が掛かっている状態で走行ペダルが踏まれた場合にはエ
ンジンが停止します。

昇降レバー･ロック
後方に倒すとカッティングユニットがロックされ、落下を防
止します。

リール速度コントロール
（コンソール・カバーの下にあり）、刈り高に適した希望の
クリップ（リール回転速度）を選択することができます； 
リール速度コントロール・ノブを、刈高と刈り込み速度に合
った適切な位置に合わせてください。「クリップ・レートを
選択する」を参照してください。

バックラップ・コントロール
（コンソール・カバーの下にあり）、右に回すとバックラッ
プ・モード、左に回すと刈り込みモードになります。リール
が回転している時はノブを操作しないでください。

図 34
1.	 リール速度コントロール
2.	 バックラップ・コントロール

燃料計
燃料残量を表示します。

座席調整
前後調整：席の横についているレバーを前に引いて運転席
を希望の位置に動かし、その位置でレバーから手を離すと
運転席が固定されます。
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運転操作
エンジンの始動と停止
注： 前後左右は運転位置からみた方向です。

重要  以下の場合には燃料システムのエア抜きが必
要です：

•	 新車を初めて始動する時.
•	 燃料切れでエンジンが停止した後に再始動する時
•	 燃料系統の整備作業、例えばフィルタ交換、セパレ
ータの洗浄などを行った後

•	 「燃料系統からのエア抜き」を参照してください。

1.	 駐車ブレーキが掛かっていること、リール回転スイッチ
が「解除」位置にあることを確認する。.

2.	走行ペダルから足を外し、ペダルがニュートラル位置に
あることを確認する。

3.	スロットルをハーフ･スロットル位置にする。

4.	 キーを差し込み、時計方向に回して ON/PREHEAT 位
置にすると、グロープラグが点灯してエンジンの予熱を
開始します。約 7 秒後にグローインジケータが消えた
ら始動準備 OK です。キーをSTART 位置に回すとエン
ジンが始動します。エンジンが始動したら、キーから手
を離す。キーは自動的に ON/RUN 位置まで戻ります。

	 重要  スタータ・モータを15秒間以上連続で使
用するとオーバーヒートする危険があります｡10秒間連
続で使用したら､60秒間の休止時間をとってください｡

5.	 エンジンを初めて始動した時、エンジンのオーバーホ
ールを行った後などは、1～2分間の時間を取って前進
および後退走行の確認を行う。また、昇降レバーやリ
ール回転スイッチを操作して各部の作動状態を確認す
る。

ハンドルを左右一杯に切って応答を確認する。以上の点検
の後、エンジンを停止させ、オイル漏れや各部のゆるみな
どがないかさらに点検する。

•	 注意	 •
•	 機体の点検を行う前に、機械の可動部がすべて完全 
に停止していることを必ず確認すること。

6.	エンジンを停止するには、スロットルをアイドル位置、
リールスイッチを「解除」位置に戻し、始動キーを OFF 
位置に回して抜き取る。事故防止のため、キーは抜き取
っておく。

燃料システムからのエア抜き
1.	 平らな場所に駐車する。燃料タンクに少なくとも半分ま

で燃料が入っていることを確認する。

2.	ラッチを外してフードを開ける。

3.	燃料噴射ポンプについているエア抜きネジ（図35）を
ゆるめる。

1

図 35
1.	 燃料噴射ポンプのエア抜きネジ

•	 危険	 •
軽油は条件次第で簡単に引火･爆発する。発火したり爆
発したりすると、やけどや火災などを引き起こす。
•	 燃料補給は必ず屋外で、エンジンが冷えた状態で行
う。こぼれた燃料はふき取る。

•	 燃料タンク一杯に入れないこと。給油は燃料タンク
の首の根元から25mm 程度下までとする。これは、
温度が上昇して燃料が膨張したときにあふれないよ
うに空間を確保するためである。

•	 燃料取り扱い中は禁煙を厳守し、火花や炎を絶対に
近づけない。

•	 安全で汚れのない認可された容器で保存し、容器に
は必ずキャップをはめること。

4.	 キーを ON 位置に回す。燃料ポンプが動き出し、空気
が押し出されてくる。燃料が連続的に流れるのがねじ
穴から確認できるまでキーを ON 位置に保持する。ね
じを締めてキーを OFF にする。

	 注： 通常は上記の操作でエンジンが始動できるように
なります。もし始動できない場合は、噴射ポンプと噴射
ノズルの間にエアが入っている場合がありますので、 
「インジェクタからのエア抜き」を参照してください。
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インタロック・スイッチの動作を点
検する

•	 注意	 •
インタロック・スイッチは安全装置であり､これを取り外
すと予期せぬ人身事故が起こり得る。

•	 インタロック・スイッチをいたずらしない。

•	 作業前にインタロック・スイッチの動作を点検し、不
具合があれば作業前に交換修理する。

•	 スイッチは故障の有無に関係なく２年ごとにすべて
交換する。

1.	 無用の人間をすべて遠ざけてください。カッティングユ
ニットに手足を近づけないでください。

2.	リール・スイッチをON位置または走行ペダルが踏まれ
た状態では、着席してもエンジンを始動することは出
来ない。正しく作動しない場合には修理する。

3.	運転席に座り、走行ペダルがニュートラル、駐車ブレー
キ解除、リール・スイッチが OFF 位置の状態では、エン
ジンが始動するのが正常。運転席から降り、走行ペダ
ルをゆっくりと踏み込んでみる；1～3秒でエンジンが停
止すれば正常。正しく作動しない場合には修理する。

4.	 運転席に座り、エンジンが回転中で、走行・刈り込み切
り替えスイッチが刈り込み位置、リール回転スイッチが 
ON の状態でカッティングユニットを降下させる。リール
が回転すれば正常。昇降レバーを引くとリールが上昇
し、回転が停止する。正しく作動しない場合には修理す
る。

注： 駐車ブレーキにもインタロック･スイッチが搭載され
ています。駐車ブレーキが掛かっている状態で走行ペダル
が踏まれた場合にはエンジンが停止します。

故障時の牽引移動
緊急時には、短距離に限り、本機を牽引して移動すること
ができます。ただし、通常の移動にはこの方法を使わない
ようお願いしています。

重要  牽引移動時の速度は、3～5 km/h としてく
ださい： これ以上の速度では機器に損傷を与える危険が
あります。移動距離が長くなる場合は、トラックやトレーラ
に積んで移送してください。

1.	 油圧ポンプについているバイパス・バルブを90°回転
させる。

1

図 36
1.	 バイパス・バルブ

2.	エンジンを掛ける時にはバイパス・バルブを元通りに 
90º 閉める。バルブを開けたままでエンジンを掛けな
いこと。

運転の特性
実際に作業を始める前に、安全な場所で運転操作に十分
慣れておいてください。

まずエンジンを始動し、ハーフスロットルでウォームアップ
します。エンジンが温まったらフルスロットルにしてくださ
い。カッティングユニットを上昇させ、駐車ブレーキを解除
し、移動走行モードにセットし、静かに前進ペダルを踏み
込んで、安全な広い場所に移動してください。

まず、前進、後退、停止を練習します。走行ペダルから足を
離せば ペダルは自動的にニュートラル位置に戻って停止し
ますし、後退ペダルを踏み込んでも停止します。下り坂を走
行中に停止する場合は、後退ペダルを利用するほうが効果
的でしょう。

斜面では十分に速度を落としてハンドリングを安定させて
ください。斜面を横切って走行する前には、サイドワインダ
ー･カッティングユニットを山側にスライドさせて機体を安
定させましょう。谷側にスライドさせると機体が不安定に
なりますから注意してください。この操作は必ず斜面を横
切り始める前に済ませてください

斜面の刈り込みは、できるだけ上下方向に行ってください。
斜面を下るときには、機体を安定させるためにカッティング
ユニットを下げておいてください。斜面では旋回しないで
ください。

障害物の周囲を、リールを下げた状態、上げた状態のどち
らでも上手に旋回できるように練習してください。狭い場
所を通り抜ける時、マシンやカッティングユニットをぶつけ
て損傷しないよう十分注意してください。

サイドワインダーを使って左右へのスライドによるリーチ
の感覚をつかんでください。

サイドワインダーの操作は、カッティングユニットが上昇位
置にある時、または実際に芝刈り走行中以外は行わないで
ください。カッティングユニットを下げたまま、機体が停止
している時にスライド動作を行うと、芝生を損傷します。
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リールマスターは精密芝刈り機ですから、ラフな場所では
ゆっくりとていねいに運転してください。

•	 危険	 •
この芝刈機は斜面での走行性能を高めるための特殊な
駆動システムを採用しており、通常の3 輪芝刈機とは違
い、登りの限界角度に達して山側の車輪が浮いてしまっ
ても前進することが可能です。急斜面で無理をしてこれ
が起こると転倒する危険があり、非常に危険です。
実際に転倒が起きる角度は一定ではありません。芝草の
状態や斜面の凹凸の状態、速度（特に旋回中の速度）、
カッティングユニットの位置（特にサイドワインダー装着
機）、タイヤ空気圧、オペレータの経験など多くの要素
が複雑に絡み合って条件が形成されます。
一般に傾斜角度20 °以下では転倒の恐れは少ないとい
われます。25 °程度で転倒の恐れは中程度となります。
これ以上の角度では転倒人身事故の恐れが極めて大き
くなるので、この機械は傾斜角度25°以内の斜面で使っ
てください。
安全に刈り込み作業を行える法面かどうかの判断は、各
マシンに付属している傾斜計を使って現場の調査を行っ
て判断してください。このような調査に当たっては、芝草
の状態、天候による変化、横転の危険など常識的な判
断を十分に生かしてください。安全に刈り込み作業を行
える法面かどうかの判断は、各マシンに付属している傾
斜計を使って判断してください。危険度を調べるには、
断面 5cm x 10cm 程度の角材を斜面におき、その上に
傾斜計を載せてその斜面の角度を測ります。この方法で
は斜面の平均的な角度を得ることができますが、小さな
凹凸は無視されるので実際の運転に当たってはなお十
分な注意が必要です。傾斜が25度を超える斜面では本
機を使用しないでください。
また、リールマスター 3100-D ではステアリング・チュー
ブに傾斜計が取り付けてあります。これで運転中に左右
の傾きを確認することができますから、25 °以上の斜
面には入らないように十分注意してください。
運転時には必ずシートベルトを着用してください。

芝刈り中に周囲に人が現れた場合には直ちにブレードを
停止させてください。周囲に人がいる所では絶対に作業を
しないでください。リールマスターは一人乗りです。人を便
乗させないでください。大変危険であり、人身事故の恐れ
があります。

事故は誰にでも起こります。事故の原因で最も多いのはス
ピードの出しすぎ、急旋回、地表面の不均一など（安全に
刈れる傾斜の限度をきちんと守ること）などがあげられま
すが、エンジンを掛けたまま運転席を離れたり、薬物を摂
取した状態で運転をしたりすることも止めてください。市
販の風邪薬や処方箋薬でも眠気を催すことがありますか
ら事前に確認しておくことが必要です。常に安全を確認し
ましょう。無理をすると重大な事故を引き起こします。

サイドワインダーでは、オーバーハングが最大 58 cm にも
達しますのでバンカーや池などの障害物から十分に離れ
た位置からギリギリまで刈り込みを行うことができます。

また前方に障害物があってもカッティングユニットのスライ
ド動作でかわすことができます。

目、耳、足、頭などの保護具を使用されることをお勧めし
ます。

移動走行時にはカッティングユニットを一番上の位置まで
上昇させ、走行モード切り換えレバーを「移動走行」モード
（左位置）にし、スロットルを FAST 位置にセットしてくだ
さい。（移動走行モードではカッティングユニットは作動し
ません。）

刈り込みのテクニック
リールを回転させてからゆっくりと芝刈り場所に入ります。
前のカッティングユニットが芝刈りの境界内に入ったところ
でカッティングユニットを降下させます。

真っ直ぐに刈りたい（きれいなストライプを作りたいときな
ど）場合は、樹木などを目印にして走行してください。

前方のカッティングユニットが芝刈りエリアの境界につい
たらカッティングユニットを上げます。「雨だれ型」のター
ンを行うと、早く旋回し、しかもラインを揃えやすくなりま
す。

サイドワインダーを装備した リールマスター 3100-D を使
えば、バンカーまわりや池の周囲などを輪郭に沿って簡単
に刈り込むことができます。コントロール・レバーを右また
は左に倒せばその方向にカッティングユニットがスライドし
ます。タイヤが毎回同じ場所を通らないように刈りたい場
合も、この機能が役立ちます。

リールマスター 3100-D のカッティングユニットでは刈りか
すを前方・後方のどちらへでも排出できます。刈り取り量
が少なく、見栄えが重要な場合は前に排出します。カッテ
ィン グユニットの後シールドを閉じれば、刈りカスは前方
向に排出されます。

•	 注意	 •
•	 カッティングユニットのシールドに触れる時はまずエ
ンジンを停止し、機械の可動部がすべて完全 に停止
するのを待つこと。
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刈り取りの量が多いときにはシールドを水平よりもほんの
わずか下向きにセットします。シールドを開きすぎると刈り
かすがフレームやラジエター・スクリーン、エンジン部など
に大量に付着するようになってよくありません。
カッティングユニットには、均一な刈りができるようにバラ
ンス調整用のウェイトが、モータと反対側についています。
刈り込み時にミスマッチが発生するような場合にはウェイ
トの追加や取り外しを検討します。

刈り込みがおわったら
一日の作業を終え、エンジン温度が下がったら、洗車してく
ださい。洗車には普通のホースを使用します。ノズルや圧
力洗浄器は、シール部分やベアリングに浸水させる恐れが
ありますので使用しないでください。ラジエターおよびオイ
ル・クーラに刈りかすやごみが付着していたらきれいに取
り除いてください。洗浄後、オイル漏れ、損傷、磨耗などが
ないか、またカッティングユニットの切れ具合を点検するこ
とをお奨めします。

重要  洗浄が終わったら、サイドワインダーを左右
に数回動かしてください（Model 03206 のみ）。これによ
り、ベアリングブロックとクロスチューブに溜まっている水
を掃き取ることができます。

クリップ・レートの選択 
（リール速度の設定）
高品質の安定した刈りを行い、均一な感じの刈り上がりの
ためには、リール速度が刈り高とマッチしていることが非
常に重要です。

重要  リール回転速度が遅すぎるとクリップマーク
（刈 り取り模様）がはっきり見えてきます。リール回転速
度が速すぎると「ボサッとした」刈り上がりになります。
以下の手順でクリップ・レート（リール速度）の調整を行い
ます： 

1.	 カッティングユニットの設定刈高を確認する。カッティ
ングユニットの刃数（5 枚または 8枚）と設定されてい
る刈り高を確認し、28ページの表で対応する数字を調
べる。刈高に対応する数字を見つければよい

	 注： 数値が大きいほど速度も大きくなります。

2.	リール速度コントロールノブを、ステップ 1 で決めた番
号にセットする。

図 37
1.	 リール速度コントロール

3.	上記の設定で数日間作業を行い、芝がその刈り高に馴
染んだころに仕上がり具合を再検討する。芝の種類、
状態、刈り取り長さ、仕上がりに対する好みなどによ
り、ノブの設定を 1 目盛り上または下に変更してよい。

5 枚刃リール
リール回転速度の選択表

刈高 5 マイル/時 6 マイル/時
	 2-1/2 	 2.50 3 3 
	 2-3/8 	 2.38 3 4
	 2-1/4 	 2.25 3 4 
	 2-1/8 	 2.13 3 4
	 2 	 2.00 3 4 
	 1-7/8 	 1.88 4 5 
	 1-3/4 	 1.75 4 5
	 1-5/8 	 1.63 5 6
	 1-1/2 	 1.50 5 7 
	 1-3/8 	 1.38 5 8
	 1-1/4 	 1.25 6 9
	 1-1/8 	 1.13 8 9*
	 1 	 1.00 9 9*
	 7/8 	  0.88 9* 9*
	 3/4 	  0.75 9* 9*
	 5/8 	 0.63 9* 9*
	 1/2 	  0.50 9* 9*
	 3/8 	 0.38 9* 9*
* 推奨できない刈り高および速度です。（5枚刃リール）

8 枚刃リール
リール回転速度の選択表

刈高 5 マイル/時 6 マイル/時
	 2-1/2 	 2.50 3* 3* 
	 2-3/8 	 2.38 3* 3*
	 2-1/4 	 2.25 3* 3* 
	 2-1/8 	 2.13 3* 3*
	 2 	 2.00 3* 3* 
	 1-7/8 	 1.88 3* 3* 
	 1-3/4 	 1.75 3* 3*
	 1-5/8 	 1.63 3* 3*
	 1-1/2 	 1.50 3 4 
	 1-3/8 	 1.38 3 4
	 1-1/4 	 1.25 4 4
	 1-1/8 	 1.13 4 5
	 1 	 1.00 5 6
	 7/8	  0.88 5 7
	 3/4	  0.75 7 9
	 5/8	 0.63 9 9*
	 1/2	  0.50 9 9*
	 3/8	 0.38 9 9*
* 推奨できない刈り高および速度です。（8枚刃リール）
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スタンダード・コントロール・モジュ
ール(SCM)
スタンダード・コントロール・モジュールは樹脂によって 
「完全封止」された「共通」制御モジュールです。電子回
路により機械の状態の制御と監視を行い、機械を安全に
動作させるために必要な電子制御を実現しています。

モジュールは、入力信号として、ニュートラル状態、駐車
ブレーキ、PTO、エンジン始動、バックラップ、オーバー
ヒートなどの情報を取り込みます。そして、これらの入力
情報に対する応答として、PTOスイッチ、スタータ・スイッ
チ、ETR（エンジン駆動ソレノイド）を制御します。

モジュール表面は入力表示部と出力表示部に分かれてい
ます。入力側の情報も出力側の情報も回路基盤に搭載さ
れた緑色の LED で表示されます。

エンジン始動回路のLEDはDC 12Vの通電で点灯します。
その他の入力表示回路は回路が閉じてアースされた時に
通電状態となります。どの入力表示LEDも、その回路に通
電があったときに点灯します。これらの入力表示LEDは故
障探究のときに利用することが出来ます。

出力回路はそれぞれ所定の入力がそろった時に通電状態
となります。出力回路はPTO、ETR、STARTの 3 種類で
す。これらの LED はそれぞれの出力端子に接続されたリ
レーの状態や電圧状態をモニタしています。

出力回路が健全でも、出力装置そのものが健全であるこ
とは保証できません。ですから電気系統の故障探究を行
う時には、出力LEDのチェック以外に各機器の通常のテ
ストやワイヤハーネスの検査が必要になります。各機器個
別のインピーダンス測定（ワイヤハーネスをつないだ状態
（SCMのところで切り離した状態））、一時的な通電試験
などを行ってみる必要があるでしょう。

SCMは外部のコンピュータや診断機器に接続することは
できません。また、内部のプログラムを改変することもでき
ませんし、発生した故障内容を記憶しておくこともできま
せん。

SCM上のLEDの説明は絵文字です。枠で囲まれた3 つが
出力です。それ以外はすべて入力です。以下に記号とその
意味を示します。

入力

 
バックラップ

 
オーバーヒート

 
着席

PTOスイッチ

駐車ブレーキ 
OFF

ニュートラル

PTO

始動

ETR

始動

パワー

 
 
 
 
出力

SCMを使った故障探究手順は以下の通りです。

1.	 どの出力を調べたいのかを決める（PTO、始動、ETR）。

2.	始動キーを ON にして、赤い電源 LED が点灯するのを
確認する。

3.	全部の入力スイッチを操作して、対応する入力LED が
点灯するのを確認する。

4.	 スイッチやレバーを操作して、調べたい出力に必要な入
力条件を作り出す。入力条件は、次ページのロジック・
チャートで調べることができる。

5.	 出力LEDが点灯しているのにその機器が作動しない場
合には、出力ハーネス、そこから先の接続、機器そのも
のの故障が疑われる。必要時応じて修理する。

6.	出力LEDが点灯しない場合には、ヒューズ（両方）を点
検する。

7.	 入力が正常なのに出力LEDが点灯しない場合に
は、SCMを交換してみる。
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チャートの各行（横列）は、その出力機能に必要な入力の状態を示します。チャートの左欄に、機能が示されています。
各記号は通電、閉じてアースされている、開いてアースされているなどの意味を表します。

機能

入力 出力
パワー 

On
ニュート

ラル
始動  
On

ブレーキ
OFF

PTO  
On 着席

オーバー
ヒート

バックラ
ップ 始動 ETR PTO

始動 – – + O O – O O + + O
運転（非着席） – – O O O O O O O + O
運転（着席） – O O – O – O O O + O
刈り込み – O O – – – O O O + +
バックラップ – – O O – O O – O + +
オーバーヒート – O – O O O

–：  回路は閉じてアースされている – LED 点灯

O：  回路は開いてアースされている – LED 消灯

+：  回路は通電している（クラッチ･コイル、ソレノイド、始動キー） LED 点灯

空白： そのロジックに無関係な入力

故障探究手順： まず、始動キーをON にする（エンジンは
始動しない）。不具合の出ている機能を表の一番左の欄か
ら探し出す。必要な入力をそれぞれ操作してLED が点灯す
るのを確認する。

入力LED に問題がなければ出力LED を確認する。出力
LED が点灯しているのにその機器が作動しない場合に
は、機器に到達している電圧、機器までの導通、アース回
路などを検査する。発見した故障内容に応じて修理を行
う。
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潤滑
定期的に、全部のベア リングとブッシュにNo.2汎用リチウ
ム系グリスを注入します。通常の使用では 50 運転時間ご
とにベアリングとブッシュのグリスアップを行います。悪条
件下（ホコリの多い環境）では毎回グリスアップしてくださ
い。ベアリングやブッシュの内部に異物が入ると急激に磨
耗が進行します。車体を水洗いしたときは整備間隔に関係
なく直ちにグリスアップしてください。

トラクションユニットで潤滑の必要なベアリングやブッシ
ュは次の通りです： 後カッティングユニットのピボット（図
38）、前カッティングユニットのピボット（39）、サイドワイ
ンダーのシリンダの端部 2ヶ所（Model 03206 のみ）（図
40）、ステアリング・ピボット（図41）、後昇降アームのピボ
ットと昇降シリンダ 2ヶ所（図42）、左前昇降アームのピボ
ットと昇降シリンダ 2ヶ所（図43）、右前昇降アームのピボ
ットと昇降シリンダ 2ヶ所（図44）、ニュートラル調整機構
（図45）、刈り込み・移動切り替えスイッチ（図46）、ベル
ト・テンションのピボット（図47）、ステアリング・シリンダ
（図48）。

重要  サイドワインダ（Model 03206）のクロス・チ
ューブとベアリング・ブロックは自己潤滑タイプですからグ
リスは不要です。

図 38
 

図 39

(2)

図 40 

 
図 41

(2)

図 42
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図 43

図 44

図 45

図 46

図 47

図 48
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図 49  
（注を参照）

注：ステアリングシリンダ反対側の端にグリス注入箇所を
作ることができます。その場合、タイヤを外し、ニップルを
付け、グリスを注入し、プラグを取り付けます（図49）。

シールド･ベアリング

ベアリングが、材質上の欠陥や製造上の瑕疵のために破
損することはめったにありません。ベアリングが破損する
原因で最も多いのは水分などの異物がシールを抜けてベ
アリング内部に侵入して内部を破損させるものです。グリ
スパックされているベアリングでは、定期的にグリスを注
入して内部の異物を外に押し出してやる必要があります。
密封式のベアリングは、製造時に特殊なグリスを封入し、
強力なシールによって内部を保護しています。

密封式のベアリングは、短期的には何の整備も必要ない
ので保守作業が軽減され、また、グリスが落ちてターフを
汚すというような事故がありません。そのため、整備の手
間が省け、またグリスで芝を汚すようなリスクもありませ
ん。通常の使用では性能に問題がでることはまずありま
せんが、万一の不具合を早期に発見し対処することが重要
ですから、定期的な点検はしていただくようにお願いしま
す。1 シーズンに 1 回は点検を行い、破損を発見した場合
や磨耗が進んでいる場合には交換してください。回転がス
ムーズなこと、作動中に熱を持たないこと、異音がしないこ
と、ガタや腐食（錆）がないことが大切です。

ベアリングは消耗部品です。また、使用環境から様々なス
トレス（砂、農薬、水、衝撃など）を受けますから、 整備
の良し悪しによって寿命が大きく変わります。整備不良に
よるベアリングの破損事故は保証の対象にはなりません。

注： 機械を洗浄するときにベアリングを傷めないように注
意が必要です。機械各部が高温のときに水をかけないこ
と、また、高圧の水をベアリングに直接当てないことが非
常に重要です。
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保守
注： 前後左右は運転位置からみた方向です。

推奨定期整備一覧表

定期整備間隔 整備内容

最初の 10 運転時間後

•	 ファン･ベルトとオルタネータ･ベルトの張りを点検する

•	 油圧フィルタを交換する

•	 ホイール・ナットのトルク締めを行う

最初の 50 運転時間後
•	 エンジン・オイルとフィルタの交換を行う

•	 エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフル･スロットル）

50運転時間ごと

•	 エア･フィルタ、ダスト･カップ、バーブ・バルブを点検する

•	 各グリス注入部のグリスアップを行う

•	 バッテリー･ケーブルの接続状態を点検する

•	 ファン･ベルトとオルタネータ･ベルトの張りを点検する

•	 バッテリー液の量を点検する

100運転時間ごと •	 走行ベルトを点検する

150運転時間ごと •	 エンジン・オイルとフィルタの交換を行う

200運転時間ごと

•	 フア・フィルタを交換する

•	 油圧フィルタを交換する

•	 ホイール・ナットのトルク締めを行う

400運転時間ごと

•	 油圧オイルを交換する

•	 燃料フィルタ水セパレータを交換する

•	 燃料プレフィルタを交換する

•	 走行ケーブルの作動状態を点検する

•	 スパイダ・カップリングの磨耗状態を点検する

•	 エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフル･スロットル）

800運転時間ごと •	 バルブを調整する

1000運転時間ごと

•	 可動部ホースを交換する

•	 安全スイッチを交換する

•	 冷却系統内部を洗浄し冷却液を交換する

•	 燃料タンクの内部を清掃する

•	 油圧オイル・タンクの内部を清掃する
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•	 注意	 •
始動キーをつけたままにしておくと、誰でもいつでもエンジンを始動させることができ、危険である。

整備・調整作業の前には必ずエンジンを停止し、キーを抜いておくこと。点火コードが点火プラグに触れない
ように十分離しておくこと。

始業点検表
このページをコピーして使ってください。

 
点検項目

第        週
月 火 水 木 金 土 日

インタロックの動作を点検する

ブレーキの作動を点検する

燃料残量を点検する

エンジン・オイルの量を点検する

冷却液の量を点検する

燃料・水セパレータを点検する

エア･フィルタ、ダスト･カップ、バーブ・バルブを点検する

ラジエターとスクリーンの汚れ具合を点検する

エンジンからの異常音がないか点検する1

運転操作時に異音がないか点検する

油圧オイルの量を点検する

油圧ホースに損傷がないか点検する

オイル類が漏れていないか点検する

タイヤ空気圧を点検する

計器の動作を確認する

リールとベッドナイフの刃合わせを点検する

刈高を確認する

各グリス注入部のグリスアップを行う。2

塗装傷のタッチアップを行う。

1 = 始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。
2 = 車体を水洗いした時は整備間隔に関係なく直後に行う。

重要  エンジンの整備に関しての詳細は、付属のエンジンマニュアルを参照のこと。
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定期整備ステッカー

フードの外しかた
整備をやりやすくするため、フードは簡単に取り外すこと
ができます。

1.	 ラッチを外してフードを開ける。

2.	フードのピボット部をブラケットに固定しているコッタ
ー・ピンを抜き取る。

3.	フードを右側にスライドさせながら反対側を持ち上げ
ると外れる。

4.	 取り付けは逆の手順で行う。

1

図 50
1.	 コッター・ピン
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エア･クリーナの日常点検
•	 エア･クリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点検

してください。ボディーが破損している場合は交換して
ください。

•	 200 運転時間ごとに（悪条件下ではより頻繁に）フィル
タの整備を行ってください。エア･フィルタの整備のしす
ぎはかえってよくありません。

•	 本体とカバーがシールでしっかり密着しているのを確
認してください。

エア・クリーナの整備
1.	 エア・クリーナのカバーをボディーに固定しているラッ

チを外す。

2.	ボディーからカバーを外す。フィルタを外す前に、低圧
のエア（2.8 kg/cm2、異物を含まない乾燥した空気）
で、1次フィルタとボディーとの間に溜まっている大きな
ゴミを取り除く。高圧のエアは使用しない。異物がフィ
ルタを通ってエンジン部へ吹き込まれる恐れがある。
このエア洗浄により、1次フィルタを外した時にホコリ
が舞い上がってエンジン部へ入り込むのを防止するこ
とができる。

1

2

3

図 51
1.	 エア・クリーナのダスト･カップ
2.	 エア・クリーナのラッチ
3.	 ゴム製のアウトレット・バルブ

3.	 1次フィルタを取り外して交換する。エレメントを洗って
再使用しないこと。洗浄によってフィルタの濾紙を破損
させる恐れがある。新しいフィルタに傷がついていない
かを点検する。特にフィルタとボディーの密着部に注意
する。破損しているフ ィルタは使用しない。フィルタを
ボディー内部にしっかり取り付ける。エレメントの外側
のリムをしっかり押さえて確実にボ ディーに密着させ
る。フィルタの真ん中の柔らかい部分を持たないこと。

4.	 カバーについている異物逃がしポートを清掃する。カ
バーについているゴム製のアウトレット・バルブを外
し、内部を清掃して元通りに取り付ける。

5.	 アウトレット・バルブが下向き － 後ろから見たとき、時
計の5:00と7:00の間になるように － カバーを取り付け
る。

1

図 52
1.	 １次フィルタ

6.	ラッチをしっかりと掛ける。

エンジン・オイルとフィルタ
運転開始後50時間でエンジン・オイルの初回交換を行い、
その後は、150 運転時間ごとにオイルとフィルタを交換し
てください。

1.	 どちらかのドレン・プラグを外してオイルを容器に受け
る。オイルが抜けたらドレン・プラグを取り付ける。

1

図 53
1.	 エンジン・オイルのドレン・プラグ

2.	オイル・フィルタを外す。新しいフィルタのシールに薄く
エンジン・オイルを塗って取り付 ける。締めすぎないこ
と。
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1

図 54
1.	 エンジン・オイルのフィルタ

3.	エンジン・オイルを入れる。「エンジン・オイルの量を点
検する」を参照のこと。

燃料系統

燃料タンク
燃料タンクは 2 年ごとにタンクを空にして内部を清掃して
ください。燃料系統が汚染された時や、マシンを長期にわ
たって格納する場合も同様です。タンクの清掃にはきれい
な燃料を使用してください。

燃料ラインとその接続
400 運転時間ごと又は１年に１回のうち早い方の時期に点
検を行ってください。劣化・破損状況やゆるみが発生して
いないかを調べてください。

水セパレータ

水抜きは毎日おこなってください（図55）。

1.	 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

2.	フィルタ容器下部のドレン・プラグをゆるめて水や異物
を流し出す。終了したらプラグを締める。

フィルタは400運転時間ごとに交換してください。

1.	 フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

2.	フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。

3.	ガスケットに薄くオイルを塗る。

4.	 ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ込み、そこ
からさらに1/2回転締め付ける。

2

1

図 55
1.	 ウォーター･セパレータ
2.	 ドレン・プラグ

燃料プレフィルタの交換

水セパレータの下のフレーム･レールの内側に燃料プレフィ
ルタがあります。これも400 運転時間または１年間のうち
早く到達した時期に交換します。

1.	 フィルタをフレームのレールに固定しているねじをゆる
める

2.	フィルタを外した時に燃料がもれないように、フィルタ
前後のホースにクランプを掛ける。

3.	ホースを止めているクランプを外し、フィルタを取り出
す。

図 56
1.	 燃料プレフィルタ
2.	 ホース･クランプ

4.	 ホース・クランプを燃料ラインの端までずらす。新しい
フィルタをホースに差し込み、クランプで固定する。 
フィルタに付いている矢印が噴射ポンプの方向を向く
ように取り付けること。
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•	 危険	 •
軽油は条件次第で簡単に引火･爆発する。発火したり爆
発したりすると、やけどや火災などを引き起こす。

•	 燃料補給は必ず屋外で、エンジンが冷えた状態で行
う。こぼれた燃料はふき取る。

•	 燃料タンク一杯に入れないこと。給油は燃料タンク
の首の根元から25mm 程度下までとする。これは、
温度が上昇して燃料が膨張したときにあふれないよ
うに空間を確保するためである。

•	 燃料取り扱い中は禁煙を厳守し、火花や炎を絶対に
近づけない。

•	 安全で汚れのない認可された容器で保存し、容器に
は必ずキャップをはめること。

インジェクタからのエア抜き
注： 通常のエア抜きを行ってもエンジンが始動できない
場合に行います。通常のエア抜き手順については「燃料系
統からのエア抜き」 を参照してください。

1.	 燃料噴射ポンプの No.1インジェクタ・ノズルへのパイ
プ接続部をゆるめる。

1

図 57
1.	 燃料インジェクタ (3)

2.	スロットルを FAST 位置とする。

3.	始動キーを START 位置に回し､燃料の流れを観察す
る。燃料が泡立たなくなったら、キーをOFFに戻す。

4.	 パイプをしっかり締め付ける。

5.	 残りのノズルについても同じ手順でエアを抜く。

エンジンの冷却系統の清掃
オイル・クーラとラジエターを毎日清掃してください。ほこ
りの多い場所で使用するときはさらに間隔を詰めて清掃し
てください。

•	 エンジンを止め、フードを開ける。エンジンの周囲を丁
寧に清掃する。

•	 アクセス･パネルを取り外す。

1

2

3

図 58
1.	 アクセス･パネル
2.	 オイル・クーラ
3.	 ラジエター

•	 アクセス･パネルを取り外す。オイル･クーラのラッチを
外し、クーラーを後ろに傾ける。オイル・クーラとラジ 
エターの裏表を水または圧縮空気で丁寧に清掃する。
オイル・クーラを元に戻す。

図 59

•	 アクセス・パネルを取り付け、フードを閉じる。



40

エンジンベルトの整備
初日の運転が終了したら全部のベルトの状態と張りの点
検調整を行い、その後は100運転時間ごとに点検調整し
ます。

オルタネータ/ファン･ベルト

1.	 フードを開ける。

2.	ベルト中央 (オルタネータとクランクシャフト・プーリの
間) を 10 kg の力で押して点検する。たわみが10 mm 
程度あるのが適正。たわみがこの範囲になければ、以
下に示すステップ 3からの手順で調整する。適正であ
れば調整は不要である。

3.	ブレースをエンジンに固定しているボルトと､ オルタネ
ータをブレースに固定しているボルトをゆるめる｡

4.	 オルタネータとエンジンの間にバールを差し込み､ オ
ルタネータの位置を変えて必要な張りを出す｡

5.	 調整ができたら両方のボルトを締める｡

1

図 60
1.	 オルタネータ/ファン･ベルト

ハイドロスタット駆動ベルトの交換

1.	 ベルトのテンション･スプリングの端にナット･ドライバ
（または細い金属管）を差し込む。

•	 警告	 •
スプリングには大きな張力が掛かっているので十分注
意すること。

2.	スプリングの端を前側に押し下げてブラケットから外
し、スプリングのテンションをなくす。

3.	ベルトを交換する。

4.	 スプリングの取り付けと張り出しは上記と逆の手順で
行う。

2

1

図 61
1.	 ハイドロスタット駆動ベルト
2.	 スプリングの端部

スロットルの調整
1.	 スロットル･レバーがパネルのスロットに当たるまで後ろ

に倒す。

2.	インジェクション・ポンプのレバー・アームの所にあるス
ロットル ケーブルのコネクタをゆるめる。

1

図 62
1.	 インジェクション・ポンプのレバー・アーム

3.	インジェクション･ポンプ･レバーのアームをローアイド
ル･ストップに当てた状態でケーブル･コネクタを締め
る。

4.	 スロットル･コントロールをコントロールパネルに固定し
ているネジをゆるめる。

5.	 スロットル･レバーを一番前に倒す。

6.	ストッププレートを滑らせてスロットル･レバーに当て、
その位置でスロットル･コントロールをパネルに固定す
る。
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7.	 運転中にスロットルが動いてしまう場合には、レバー
のフリクション装置の摩擦設定用ロックナットを 0.46
～0.63kg.m にトルク締めして、 9kg 以内の力でスロッ
トルレバーを操作できるように調整する。

油圧オイルの交換
通常は 400 運転時間ごとにオイルを交換します。オイルが
汚染されてしまった場合は油圧系統全体を洗浄する必要
がありますので、Toro 代理店にご連絡ください。汚染され
たオイルは乳液状になったり黒ずんだ色なったりします。

1.	 エンジンを止め、フードを開ける。

2.	油圧ラインの接続部または油圧フィルタを外し、流れ
出すオイルを容器に受ける。オイルが全部流れ出たらラ
インを元通りに接続する。

1

図 63
1.	 油圧ライン

1

図 64
1.	 油圧フィルタ

3.	油圧オイルタンクに約 13 リットルの高品質オイルを満
たして出荷しています。「油圧オイルの点検」を参照。

	 重要  指定された銘柄のオイル以外は使用しな
いでください。他のオイルを使用するとシステムを損傷
する可能性があります。

4.	 キャップを取り付ける｡エンジンを始動し、全部の油圧
装置を操作して内部にオイルを行きわたらせる。オイル
漏れなどがないかも点検する。エンジンを止める。

5.	 油量を点検し、足りなければディップスティックの 
FULLマークまで補給する。入れすぎないように注意す
ること。

1

図 65
1.	 油圧オイルタンク

油圧オイル・フィルタの交換
初回のオイル交換は運転開始後 10 時間で、その後
は、200運転時間ごとまたは１年間のうちいずれか早く到
達した時期に行ってください。フィルタは 純正品を使用し
てください。オイルも400運転時間ごと又は１年に１回のう
ち早い方の時期に交換します。

Toro 純正フィルタ（P/N 54-0110）をご使用ください。

重要  純正品以外のフィルタを使用すると関連機
器の保証が適用されなくなる場合があります。

1.	 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを下降させ、
エンジンを停止させ、駐車ブレーキを掛けてキーを抜
き取る。

2.	フィルタ取り付けプレートのホースにクランプを掛け
る。

3.	フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。フィル
タの下に廃油受けを置いてフィルタを外す。

4.	 新しいフィルタのガスケットに薄くオイルを塗布し中に
オイルを入れる。

5.	 フィルタを取り付ける部位がきれいであることを確認す
る。ガスケットが当たるまで手で軽くねじ込む。そこか
ら半回転増し締めする｡

6.	エンジンを始動して約２分間運転し、システム内のエア
をパージする。エンジンを停止させ、オイル漏れがない
か点検する。
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油圧ラインと油圧ホースの点検
毎日、油圧ホースと油圧ラインを点検し、漏れ、折れ、サポ
ートのゆるみ、磨耗や腐食があれば交換してください。異
常を発見したら必ず運転を行う前に修理してください。

•	 警告	 •
高圧で噴出する作動油は皮膚を貫通し、身体に重大な
損傷を引き起こす。
•	 油圧を掛ける前に、油圧ラインやホースに傷や変形
がないか接続部が確実に締まっているかを確認す
る。

•	 油圧のピンホール・リークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけな
い。

•	 リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。
•	 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実に解
放する。

•	 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専門医の
治療を受ける。

走行ドライブのニュートラル調整
走行ペダルをニュートラル位置にしても本機が動きだす 
（クリーピング）ようでしたら、トラクション･カムを調整し
ます。

1.	 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させる。

2.	 片方の前輪と後輪を持ち上げ、フレームの下にサポー
ト･ブロックを当てて浮かす。

•	 警告	 •
機体は、必ず片側の前輪と後輪の両方を浮かせること； 
両方浮かせないと調整中に機体が動き出す。機体の下
にいる人の上に絶対に落下しないよう、機体を確実に支
えること。

3.	トラクション調整カムのロックナットをゆるめる。

•	 警告	 •
カムの最終調整は、エンジンを回転させながら行う必
要がある。人身事故防止のため、マフラー等エンジンま
わりの高温部分や回転部・可動部に顔や手足などを近
づけぬよう十分注意すること。

12

図 66
1.	 トラクション調整カム
2.	 ロックナット

4.	 エンジンを始動し、カムを左右に回してニュートラル位
置の中心に合わせる。

5.	 カムのロックナットを締める。
6.	エンジンを止める。
7.	 支持ブロックをはずし、機体を床に下ろす。試験運転で

調整を確認する。

駐車ブレーキの調整
200運転時間ごとに点検・調整してください。
1.	 駐車ブレーキのノブをレバーに固定しているネジをゆ

るめる。
2.	ノブを回し、13～18 kg程度の力でブレーキを作動さ

せられるように調整する。
3.	調整ができたら固定ねじを締めて調整を固定する。

1

2

3

図 67
1.	 駐車ブレーキ･レバー
2.	 ノブ
3.	 固定ネジ
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バッテリーの手入れ

•	 警告	 •
カリフォルニア州

第65号決議による警告
バッテリーの電極部や端子などの部分には鉛や鉛含有
物質が含まれており、カリフォルニア州では、これらの物
質が癌や先天性異常の原因となるとされている。取り扱
い後は手を洗うこと。

1.	 バッテリーの電解液は常に正しいレベルに維持し､バッ
テリー上部を常にきれいにしておいてください。高温環
境下で保管すると､涼しい場所で保管した場合に比べて
バッテリーは早く放電します｡

2.	電解液の量は25 運転時間ごとに点検します。格納中
は30 日ごとに点検します。

3.	各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水を適
正レベルまで補給してください。水を補給するときは上
限のリングを超えないように注意してください。キャッ
プは換気穴を後ろ（燃料タンク側）に向けて取り付け
ます。

•	 注意	 •
バッテリー液を取り扱う時には必ずゴグルとゴム手袋を
着用すること。充電中はガスが発生するので、通気のよ
い場所で充電すること。このガスは引火すると爆発する
ので、バッテリーには裸火や電気スパークを近づけては
ならない； また、作業中の喫煙は厳禁である。ガスを吸
い込むと吐き気を催す場合があるので注意する。バッテ
リーと充電器の接続 や切り離しを行うときは、充電器を
コンセントから抜いておく。

4.	 バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸したブ
ラシで 定期的に清掃してください｡清掃後は表面を水
で流して下さい｡清掃中はセル・キャップを外さないで
ください｡

5.	 バッテリーのケーブルは､接触不良にならぬよう､端子
にしっかりと固定してください｡

•	 警告	 •
バッテリー･ケーブルの極性を間違えて接続すると電気
系統の破壊や人身事故などを起こす可能性があるので
注意すること。

6.	端子が腐食した場合は､ ケーブルを外し（マイナス･ケ
ーブルから先に外すこと）、クランプと端子とを別々に
磨いてください｡磨き終わったらケーブルをバッテリー
に接続し（プラス･ケーブルから先に接続すること）、 
端子にはワセリンを塗布してください｡

7.	 電気系統の整備作業を行う時には、ショートを防止す
るため、バッテリー･ケーブルを2本とも外してください；
ケーブルはマイナス（－）ケーブルから先に外してくださ
い。

バッテリーの保管
本機を30 日以上にわたって使用しない場合は、バッテリ
ーを取り外して充電しておいてください。バッテリーは、機
体に取り付けて保存しても、別途保存してもかまいません
が、 機体に取り付けて保存する場合は、ケーブルを外して
おいてください。温度が高いとバッテリーは早く放電しま
すので、涼しい場所を選んで保管してください。バッテリー
の凍結を防止するため、フル充電状態で保管する。完全充
電したバッテリー液の比重は 1.265～1.299 になります｡

ヒューズ
ヒューズはコンソールカバーの下にあります。

バックラップ
•	 危険	 •
人身事故、負傷や死亡を防止するために：

•	 エンジン回転中は絶対にリールに手や足を触れない
こと。

•	 バックラップ中にリールの回転が停止し、また自然に
回転を始める場合がある。

•	 回転の止まったリールを手や足で回そうとしないこと

•	 エンジン回転中はリールの調整を行わないこと。

•	 リールが停止してしまった場合は、リールに触れる前
にエンジンを停止すること。

1.	 平らで清潔な場所に駐車し、カッティングユニットを下
降させ、エンジンを停止させ、駐車ブレーキを掛けてキ
ーを抜き取る。

2.	コンソールのカバーを外してコントロールの操作ができ
るようにする。

3.	バックラップ・ノブをバックラップ位置にセットする。リ
ール速度ノブは「１」に合わせる。

注： バックラップ・モードではシート・スイッチがバイパ ス
されます。これにより、着席していなくてもエンジンが掛か
るよう になりますが、駐車ブレーキが掛かっていることが
必要です。
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•	 注意	 •
「刈り込み」モードから「バックラップ」モードへの切り
換えは、必ずエンジン停止中に行ってください。エンジ
ン回転中に切り換えるとリールを破損させる恐れがあり
ます。

1

2

図 68
1.	 バックラップ・ノブ
2.	 リール速度ノブ

4.	 全部のカッティングユニットを、バックラップ用に調整
する。エンジンを始動し、ロー･アイドルにセットする。

5.	 リール回転スイッチを「回転」側に倒してリールを 回
転させる。

6.	長い柄のブラシを使ってラッピング･コンパウンドを塗
布しながらラッピングを続ける。

•	 注意	 •
リールその他の可動部に触れると大けがをするので、ラ
ッピング中は十分に注意すること。

7.	 バックラップ中にカッティングユニットの調整を行う時
は、必ずリールを停止させ、エンジンを切る。調整が済
んだら、上記 4～6 の手順を行う。

8.	バックラップが終了したら、エンジンを止め、バックラッ
プ・ノブを「芝刈り位置」に戻し、リール速度を通常の
芝刈り速度に戻し、カッティングユニットに付着してい
るラッピングパウダーを完全に洗い落とす。

注： さらに詳しい説明が、「Toro リール/ロータリー･モア
のための研磨マニュアル（Form No. 80-300 SL）」に掲載
されています。

注： バックラップが終わったら、ベッドナイフの前端に軽く
ヤスリ掛けを行ってください。これによりベッドナイフ前端
に形成されたバリを取り除きます。このとき刃先を削らな
いように注意してください。
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電気回路図

45

Electrical Schematic
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油圧回路図

46

Hydraulic Schematic



47

格納保管
トラクションユニット
•	 トラクションユニット、カッティングユニット、エンジン

をていねいに洗浄する。

•	 タイヤ空気圧を点検する。タイヤに空気を入れる（タイ
ヤ空気圧： 1.0 ～ 1.3 kg/cm2）

•	 ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な締め
付けを行う。

•	 グリス注入部やピボット部全部をグリスアップする。余
分のグリスやオイルはふき取る。

•	 サイドワインダー（Model 03206）のクロスチューブ全
体に薄くオイルを塗る（さび止め）。シーズン明けにはこ
のオイルをていねいにふき取る。

•	 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッチアッ
プする。金属部の変形を修理する。

•	 バッテリーとケーブルに以下の作業を行う：

•	 バッテリー端子からケーブルを外す。

•	 バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重曹水とブラシ
で洗浄する。

•	 腐食防止のために両方の端子部にワセリン（Grafo 
112X: P/N 505-47）を薄く塗る。

•	 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに24時間かけ
てゆっくりと充電する。

エンジン
•	 エンジン・オイルを抜き取り、ドレン・プラグをはめる。

•	 オイルフィルタを外して捨てる。新しいオイル・フィルタ
を取り付ける。

•	 新しいエンジン・オイルを入れる｡

•	 エンジンを始動し、約 2 分間のアイドル運転を行う。

•	 エンジンを止める。

•	 燃料タンク（ライン、フィルタ、水セパレータからも）か
ら燃料を完全に抜き取る。

•	 燃料タンクから燃料を抜き取り、きれいな燃料で内部
を洗浄する。

•	 燃料系統の再締め付けを行う。

•	 エア・クリーナをきれいに清掃する。

•	 エア・クリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水テ
ープでふさぐ。

•	 不凍液の量を確認し必要に応じ補給する（保管場所の
最低気温を考慮すること）。



保証条件および保証製品
Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両
社の合意に基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材
質上または製造上の欠陥に対して、2年間または1500運転時
間のうちいずれか早く到達した時点までの品質保証を共同で
実施いたします。この品質保証の対象となった場合には、弊
社は無料で「製品」の修理を行います。この無償修理には、診
断、作業工賃、部品代、運賃が含まれます。保証は「製品」が
納品された時点から有効となります。
*アワー・メータを装備している機器に対して適用します。

保証請求の手続き
保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した
弊社代理店（ディストリビュータ又はディーラー） に対して、
お客様から連絡をして頂くことが必要です。

連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問が
ある場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department  
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN  55420-1196 9 
52-888-8801 または 800-982-2740
E-mail: commercial.service@toro.com

オーナーの責任
「製品」のオーナーは、オーナーズマニュアルに記載された整
備や調整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場
合には、保証が受けられないことがあります。

保証の対象とならない場合
保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象
となるわけではありません。以下に挙げるものは、この保証の
対象とはなりません。

•	 Toroの純正交換部品以外の部品や弊社が認めていないア
クサセリ類を搭載して使用したことが原因で発生した故障
や不具合。

•	 必要な整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故
障や不具合。

•	 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件
で使用したことが原因で生じた故障や不具合。

•	 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に
欠陥があった場合には保証の対象となります。通常の使用
に伴って磨耗消耗する部品類とは、ブレード、リール、ベッ
ドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タイヤ、フ
ィルタ、ベルト、スプレーヤの一部構成機器たとえばダイ
ヤフラム、ノズル、チェック・バルブなどを言います。

•	 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、
格納条件、汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添
加剤の使用などが含まれます。

•	 通常の使用にともなう「汚れや傷」。通常の使用に伴う
「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカ
ー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部品
定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期
が到来するまで保証されます。

この保証によって取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行
います。場合により、弊社は部品の交換でなく再生による修理
を行います。

その他
上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてと
なります。

両社は、本製品の使用に伴って発生しうる間接的偶発的結果
的損害、例えば代替機材に要した費用、故障中の修理関連費
用や装置不使用に伴う損失などについて何らの責も負うもの
ではありません。両社の保証責任は上記の交換または修理に
限らせていただきます。その他については、排気ガス関係の
保証を除き、何らの明示的な保証もお約束するものではあり
ません。商品性や用途適性についての黙示的内容についての
保証も、本保証の有効期間中のみに限って適用されます。
米国内では、間接的偶発的損害にたいする免責を認めていな
い州があります。また黙示的な保証内容に対する有効期限の
設定を認めていない州があります。従って、上記の内容が当て
はまらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されます
が、国または地域によっては、お客様に上記以外の法的権利
が存在する場合もあります。

エンジン保証についての注記： 米国においては環境保護局
（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定められたエンジン
の排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証
とは別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニ
ュアルをご参照ください。上に規定した期限は、排ガス浄化シ
ステムの保証には適用されません。くわしくは、エンジンマニ
ュアルまたはエンジンメーカーからの書類に記載されている、
エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧
下さい。

Toro 一般業務用機器の品質保証
２年間品質保証

 ®

米国とカナダ以外のお客様へ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまた
はディーラ）へおたずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足
頂けない場合は本社へ直接お問い合わせください。
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